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目的
　全国の町村議会の総意を結集し、我々町村議員が一貫して築き上げてきた、地方自治に基
づく精神と原則に立ち住民自治に基づく個性と活力に満ちた町村の実現を期する。
当日は、国会開催中のため、12時から開催され衆議院、参議院両副議長、総務、地方創生大
臣等のあいさつの外、50数名の国会議員の紹介があり、大会宣言文～決議～特別決議等が行
われました。

特に決議文として
１．東日本大震災からの復興及び大規模災害対策の確立を期する。
２．道州制導入阻止と分権社会の実現を期する。
３．町村財政、議会機能を期する。
　この外、農林水産、教育、少子化対策等の16件、更に特別決議があり、国会各省庁大臣に
提出されました。

産業行政視察研修
　全国町村議長大会終了に引き続き、11月13日、山形県寒河江市において、第三セクターで
運営されているチェリーランド道の駅「さがえ」を視察しました。
　寒河江市は、最上川支流の寒河江川を取り込み山形県のほぼ中央に位置しています。
　道の駅「さがえ」（4,640㎡）は、その周辺に県内各地の工芸品、名産品、味が一同に集積
された専門的施設で、観光物産センター、レストラン、大広間、会議室等約1,000人が収容
できる商業の拠点、憩いの場、雇用拡充の場とし
て利活用されている。
　特記すべきは、寒河江市「周辺観光農業」とし
て「さくらんぼ狩り」で年間20万人が訪れ、他に「い
ちご狩り」「ブルーベリー狩り」「モモ狩り」等の
観光農園を合わせると年間30万人近い観光客を受
け入れている。

寒河江市の概要
面積　　139㎢
人口　　約42,000人
議員数　18名

道の駅さがえ　チェリーランド
①全体面積約22,000㎡（うち道の駅さがえ4,640㎡）
②総事業費　約53億円
財源は、国、県補助及び過疎債並びに市の一般財
源等。

③平成２年から用地買収をはじめ、整地、中心建
物が完成後、平成４年に一部オープンした。経
営は、JAさがえ西村山。生産部会が協議会を設
け協力している。

12月定例会12月定例会

平成26年  第7回定例会
一般会計補正予算 4,074万9千円を追加 　平成26年11月12日（水）正午～３時、東京都のNHK大ホールで

全国町村議会議長大会が開催され、その概要を報告します。

全国議長大会

さがえ市研修

58回町村議会議長全国大会参加（報告）

相良村議会議長　友田 政春　平成26年第７回12月定例会が、12月10日から12日までの３日間の会期で開催され、専決処分
の承認１件、平成26年度一般会計及び特別会計の補正予算５件、条例の一部改正等３件、人吉
球磨定住自立圏形成協定書の締結１件、人権擁護委員候補者の推薦１件が提案され、慎重に審
議した結果、原案どおり承認及び可決並びに適任として答申しました。
　また、11日の議員の一般質問において村長の不適切発言に対して、議員発議により相良村德
田村長の辞職勧告決議案が提出され、賛成多数で可決されました。
　一般質問には９人が登壇し、村長の考えを質しました。

議案第42号　平成26年度相良村一般会計補正予算（第6号）

　歳入歳出それぞれに4,074万9千円を追加し、総額34億951万5千円とする補正で、採決の結果、
全員賛成で可決しました。補正の主なものは下記のとおりです。

歳　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）
款 補正前の額 補正額 計 説　　　明

地方特例交付金 600 281 881 地方特例交付金
地 方 交 付 税 1,718,000 11,596 1,729,596 普通交付税
使用料及び手数料 32,676 △ 678 31,998 公営住宅使用料等
国 庫 支 出 金 366,979 △ 6,068 360,911 児童保護措置費国庫負担金等
県 支 出 金 370,684 390 371,074 農林水産業費県補助金等
財 産 収 入 14,863 4,937 19,800 林産物売り払い等
繰 　 入 　 金 　　128,923 9,899 138,822 財政調整基金等
繰 　 越 　 金 116,256 9,450 125,706 繰越金
諸 　 収 　 入 　　 22,354 3,142 25,496 市町村振興事業補助金等
村 　 　 　 債 170,400 7,800 178,200 村道整備事業債等
歳 入 合 計 3,368,766 40,749 3,409,515

歳　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）
款 補正前の額 補正額 計 説　　　明

議　 会 　 費 62,282 118 62,400 給与改定等
総 　 務 　 費 538,457 △ 15,290 523,167 農業委員選挙費等
民　 生 　 費 826,972 △ 9,891 817,081 負担金等
衛　 生 　 費 277,831 6,264 284,095 簡易水道繰出金等
農 林 水 産 業 費 591,417 10,086 601,503 工事請負費等
商　 工 　 費 22,047 5,645 27,692 委託料等
土　 木　 費 270,192 35,090 305,282 委託料及び工事請負費等
消　 防 　 費 141,757 205 141,962 負担金等
教　 育 　 費 298,614 11,188 309,802 工事請負費等
災 害 復 旧 費 　　　108 1,084 1,152 業務委託料等
公　 債　 費 334,016 △ 3,750 330,266 利子及び割引料等
歳 出 合 計 3,368,766 40,749 3,409,515

※補正のあったものだけを明記しているため、歳入歳出合計の数字とは一致しません。
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相良村議会　３月定例会のお知らせ
３月定例会は、３月中旬頃の開催予定です。皆様の傍聴をお待ちしております。

インターネット録画映像開始（翌日から見られます）
　相良村議会では、以前よりインターネット上や役場村民ホールのテレビにおいて、議会ライブ中継を実施しておりましたが、
利用者からの『いつでも見られるようにしてほしい』との要望を受け、映像の録画配信を実施することになりました。本会
議日の（※）翌日18時より休憩分のみをカットしたものを録画配信いたします。
　併せて、平成26年分の定例会並びに臨時会の記録もご覧いただけますので、ぜひ、そちらもご利用下さい。
（※本会議日が金曜日の場合は、翌営業日の18時となります。）

相良村ホームページ　http://www.vill.sagara.lg.jp/　からお入り下さい。
　　　　　　　　　　相良村ホーム　>　相良村議会　>　相良村議会 議会中継システム

詳細につきましては、議会事務局までお尋ね下さい。（事務局　直通３５－１０３８）

○ 承認案件・・・原案承認
　承認第６号　専決処分の承認を求めることについて

（平成26年度相良村一般会計補正予算（第５号）
○ 特別会計補正予算議案・・・原案可決
　議案第43号　平成26年度相良村国民健康保険特別会計補正予算（第2号）
　議案第44号　平成26年度相良村簡易水道特別会計補正予算（第2号）
　議案第45号　平成26年度相良村介護保険特別会計補正予算（第2号）
○ その他の議案・・・原案可決
　議案第46号　相良村一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定
　議案第47号　相良村営住宅条例の一部を改正する条例の制定
　議案第48号　相良村国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定
　議案第49号　人吉球磨定住自立圏形成協定書の締結
○ その他の案件
　諮問第１号　人権擁護委員候補者（有田千穗子氏）の推薦について・・・適任答申
　陳情第１号　手話言語法（仮称）制定について国への意見書提出を求める陳情書

・・・継続審査
○ 議員発議・・・可決
　発議第３号　相良村德田村長の辞職勧告決議案

（提案理由）
教育委員の選任同意に関する議決について、無記名投票で賛成、反対者名が解らな
いにも関わらず賛成者の名前を挙げて答弁を行った。また、議長の発言の取り消し要
求に対しても取り消しをしない発言をしたことによる。

○ 追加議案・・・原案可決
　議案第50号　平成26年度相良村一般会計補正予算（第７号）

　平成27年第１回臨時会が、１月15日に招集され、専決による条例の一部改正及び村道廻谷線
改良工事橋梁上部工の工事請負契約の変更についてが提案され、慎重に審議した結果、原案の
とおり承認及び可決されました。
○ 承認案件・・・原案承認
　承認第１号　専決処分の承認を求めることについて

相良村税外収入金に係る督促手数料及び延滞金徴収に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

○議案・・・・・原案可決
　議案第１号　工事請負契約の変更について

平成２５年度村道廻谷線道路改良工事（橋梁上部工）

平成２７年第1回臨時会議会報告
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事
務
を
一
手
に

受
け
る
組
織
が
あ
れ
ば
良
い
か
な
、
法

人
化
の
為
の
検
討
会
を
予
定
し
て
い
る
。

地
権
者
の
チ
ェ
リ
ー
ゴ
ル

フ
と
球
磨
川
鉄
道
と
の
協
議
は
、
平
成

14
年
度
当
初
の
設
計
路
線
図
を
変
更
す

る
考
え
は
。地

権
者
と
の
交
渉
は
進
ん

で
い
な
い
、
平
原
側
は
柳
瀬
橋
の
所
を

今
回
補
正
予
算
で
歩
道
の
測
量
設
計
を

計
上
。

十
島
側
は
こ
の
ま
ま
行
っ
た

方
が
良
い
か
な
と
言
う
認
識
、
平
原
側

は
後
、
場
合
に
よ
っ
て
は
線
形
の
変
更

と
言
い
ま
す
か
必
要
な
部
分
が
出
て
来

る
可
能
性
は
あ
る
と
認
識
。

来
な
い
状
況
に
あ
り
、
当
分
の
間
、
回
答

を
保
留
さ
れ
る
事
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

介
護
予
防
拠
点
と
し
て
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
。

地
域
の
皆
さ
ん
で
集

ま
る
事
に
よ
り
、
お
話
を
さ
れ
た
り
健

康
体
操
の
運
動
を
す
る
事
に
よ
り
、
介

護
予
防
事
業
を
行
う
事
で
、
日
々
の
生

活
に
必
要
な
健
康
、
身
体
機
能
に
繋
が

る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
認
知
症
等
の
予
防

や
要
支
援
者
の
サ
ー
ビ
ス
、
支
援
等
の

計
画
は
ど
の
様
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

認
知
症
対
策
に
出
来

る
予
防
が
ど
ん
な
の
が
あ
る
か
、
今
か

ら
の
介
護
保
険
計
画
に
向
け
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
提
側

に
崩
落
が
あ
る
が
整
備
す
る
考
え
は
。

市岡　智惠議員

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発

電
設
備
等
の
接
続
申
し
込
み
回
答
保
留
問

題
等
に
つ
い
て
。

平
成
24
年
７
月
の
固
定
価
格

買
い
取
り
制
度
開
始
以
降
、
太
陽
光
発
電

を
中
心
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

が
進
み
、
現
時
点
で
は
九
州
に
お
け
る
太

陽
光
及
び
風
力
の
固
定
価
格
買
い
取
り
制

度
に
よ
る
設
備
認
定
量
は
、
全
国
の
26
％

を
占
め
て
居
り
、
電
力
の
夏
の
ピ
ー
ク
需

要
を
１
割
以
上
、
上
回
っ
て
い
る
状
況
に

あ
る
。
し
か
し
、
太
陽
光
は
夜
間
は
発
電

出
来
ず
、
雨
天
時
も
発
電
力
が
急
激
に
減

少
す
る
為
、
電
力
の
安
定
供
給
を
持
続
出

ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
の
側

面
の
提
側
の
法
面
に
ず
れ
が
あ
り
、
柵

が
傾
い
て
い
る
。
以
前
に
も
、
同
じ
場

所
で
段
差
が
あ
り
、
補
修
を
し
て
い
る
。

今
後
調
査
を
し
、
改
修
に
向
け
て
協
議

し
て
い
き
た
い
。

運
動
公
園
の
改
修
計
画
は

ど
の
様
に
考
え
て
居
ら
れ
る
の
か
。

村
民
の
皆
様
が
、
安
心
安
全

の
為
に
、
色
ん
な
取
り
組
み
を
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
中
、
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

も
経
年
的
に
、
色
々
修
繕
箇
所
が
出
て

来
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ジ
ョ
ギ
ン
グ

コ
ー
ス
の
法
面
の
問
題
、
走
路
の
マ
ッ

ト
の
問
題
、
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
問
題
等
も
、

村
民
の
方
か
ら
、
ご
要
望
も
個
別
に
か

な
り
来
て
居
り
、
具
体
的
な
進
展
を
し

て
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
他
の

予
算
の
部
分
も
見
な
が
ら
、
改
修
を
す

る
と
言
う
方
向
性
は
持
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

県
で
２
番
目
と
高
い
が
、

27
年
度
素
案
は
、
高
く
設
定
す
る
要
因

は
、
６
０
０
円
近
く
上
が
る
話
も
あ
る

が
、
そ
う
な
る
と
６
千
４
０
０
円
位
に

な
る
が
、
１
０
０
円
で
も
50
円
で
も
低

く
す
る
努
力
が
必
要
。

全
国
で
67
番
目
、
上
が

る
事
は
間
違
い
な
い
。

議
場
で
言
え
る
と
こ
ろ
ま
で

熟
知
し
て
い
な
い
。

認
定
者
と
利
用
者
そ
れ
に

一
人
当
り
の
介
護
給
付
金
額
は
、
短
期

的
に
は
基
金
が
重
要
で
保
険
料
を
大
き

く
左
右
す
る
の
で
特
別
会
計
予
算
残
の

３
千
万
円
を
全
部
積
み
立
て
て
は
。

認
定
者
２
９
０
人
、
利

用
者
２
７
７
人
、
一
人
当
り
の
介
護
給

付
金
額
は
２
２
４
万
５
千
円
の
費
用
。

吉松　啓一議員

現
在
基
金
積
立
金
１
千
５
０
０
万
円
と

３
千
万
円
の
中
で
可
能
な
限
り
基
金
に

積
立
て
る
。

県
全
域
を
網
羅
す
る
国
民

健
康
保
険
連
合
会
の
よ
う
な
組
織
に
で

き
な
い
か
。
ち
な
み
に
村
長
サ
ミ
ッ
ト

に
こ
ら
れ
た
長
野
県
木
島
平
村
の
保
険

基
準
額
が
解
れ
ば
。

一
気
に
い
か
な
い
が
球
磨
内

の
統
一
基
準
、
審
査
機
関
の
構
築
出
来

れ
ば
公
平
性
が
確
保
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。
状
況
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。

川
上
村
が
４
千
８
０
０

円
、
木
島
平
村
は
４
千
９
８
０
円
、
長

期
的
に
は
福
祉
、
介
護
、
医
療
が
一
体

と
な
る
事
、
そ
の
た
め
に
も
保
健
師
の

先
進
地
研
修
を
。

研
修
等
に
つ
い
て
は
常
日
頃

か
ら
自
分
か
ら
積
極
的
に
受
け
る
様
、

機
会
は
作
っ
て
い
く
。

基
幹
作
物
の
販
売
価
格
は
。

日
照
不
足
で
米
は
収
量

減
、
価
格
で
７
５
０
円
減
、
茶
、
に
ん

に
く
は
前
年
比
売
上
減
、
イ
チ
ゴ
は
平

年
並
み
、
メ
ロ
ン
、
キ
ュ
ウ
リ
、
春
ズ
ッ

キ
ー
ニ
は
昨
年
を
上
回
る
。

ソ
バ
、
大
豆
を
普
及
さ
れ

た
が
、
機
械
を
持
っ
て
い
る
町
村
が
優

先
で
収
穫
時
期
が
遅
れ
た
、
ア
タ
ッ
チ

メ
ン
ト
で
そ
ば
、
大
豆
を
収
穫
で
き
る

大
型
コ
ン
バ
イ
ン
を
購
入
す
る
考
え
は
。

Ｊ
Ａ
等
と
協
議
し
、
農
家
の

負
担
軽
減
を
図
り
本
格
的
な
協
議
に
入

り
た
い
。

認
識
や
ヤ
ル
気
を
高
め
る

為
、
農
家
の
奥
さ
ん
達
の
研
修
と
30
代
の

後
継
者
が
10
人
以
上
の
茶
農
家
を
村
が
研

修
先
を
確
保
し
て
研
修
さ
せ
る
考
え
は
。

研
修
は
絶
え
ず
や
っ
て
い
る
、

負
担
す
る
準
備
は
し
っ
か
り
や
っ
て
い
る
。

専
業
農
家
の
奥
さ
ん
の
中

に
も
事
務
、
経
理
事
務
経
験
者
が
い
て

法
人
化
す
る
場
合
、
そ
ん
な
に
ハ
ー
ド

ル
は
高
く
な
い
の
で
経
営
上
上
手
く
行

市
岡
議
員

吉
松
議
員

吉
松
議
員

吉
松
議
員

吉
松
議
員

吉
松
議
員

吉
松
議
員

吉
松
議
員

吉
松
議
員

吉
松
議
員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

総
務
課
長

教
育
課
長

保
健
福
祉
課
長

保
健
福
祉
課
長

保
健
福
祉
課
長

産
業
振
興
課
長

保
健
福
祉
課
長

建
設
課
長

村 

長

村 

長

村 

長
村 

長

村 

長

村 

長

村 

長

村 

長

介
護
拠
点
施
設
の
活
用
に
つ
い
て
。

介
護
保
険
計
画
に
向
け
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

ＱＡ
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
改
修
に
つ
い
て
。

改
修
を
す
る
と
言
う
方
向
性
は

持
っ
て
い
る
。

ＱＡ

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
太
陽
光
発

電
）
に
つ
い
て
。

当
分
の
間
、
回
答
を
保
留
さ
れ
る

事
に
な
る
。

ＱＡ
介
護
保
険
料
を
押
さ
え
る
事
が

必
要
。

上
が
る
事
は
間
違
い
な
い
。

ＱＡ

農
業
の
振
興
に
つ
い
て
モ
デ
ル

と
し
た
農
業
法
人
化
を
。

事
務
を
一
手
に
受
け
る
組
織
。

ＱＡ

村
道
平
原
十
線
島
改
良
に
つ
い

て
当
初
設
計
と
現
在
は
。

平
原
側
の
線
形
を
変
更
。

ＱＡ

総合グラウンド（ジョギングコース）

もっと元気アップ教室
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一 般 質 問一 般 質 問

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ

い
て
、
平
成
20
年
度
の
地
方
税
法
改
正

に
伴
い
、
ス
タ
ー
ト
し
た
と
聞
い
て
居

ま
す
が
、
制
度
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
の

納
税
者
の
件
数
と
納
税
額
の
推
移
は
。

平
成
21
年
度
５
名
で

１
２
８
万
５
千
円
、
22
年
度
は
７
名

で
１
２
１
万
円
、
23
年
度
は
６
名
で

１
１
８
万
円
、
24
年
度
は
５
名
で

１
７
２
万
円
、
25
年
度
は
８
名
で

１
８
５
万
円
、
本
年
度
は
現
在
ま
で
６

名
の
41
万
円
納
税
頂
い
て
居
り
ま
す
。

納
税
者
の
方
か
ら
ど
の
よ
う

な
使
途
目
的
で
納
税
さ
れ
て
い
る
の
か
。

池田　勝吉議員

平
成
21
年
度
か
ら
本

年
度
現
在
ま
で
の
納
税
額
が
合
計

で
７
６
５
万
５
千
円
で
ご
ざ
い
ま

す
。
用
途
の
内
訳
５
項
目
に
分
か
れ

て
納
税
し
て
貰
っ
て
居
り
、
観
光
の

振
興
に
２
６
万
５
千
円
、
地
場
産
業

育
成
、
促
進
、
雇
用
促
進
に
１
６
万

円
、
質
の
高
い
教
育
、
文
化
の
向
上
に

５
７
３
万
５
千
円
、
村
長
が
必
要
と
認

め
る
事
業
に
２
０
万
円
、
全
く
の
指
定

な
し
の
寄
付
が
７
９
万
５
千
円
で
す
。

納
税
者
の
方
に
対
し
て
ど

の
よ
う
な
お
礼
を
さ
れ
て
い
る
の
か
。

お
礼
状
を
添
え
ま
し
て
納

税
者
の
方
に
は
、
５
千
円
か
ら
１
０
万

円
未
満
の
方
に
は
約
２
千
円
程
度
、

１
０
万
円
か
ら
５
０
万
円
未
満
の
方
に

は
約
５
千
円
程
度
、
５
０
万
円
か
ら

１
０
０
万
円
未
満
の
方
に
は
約
８
千
円

程
度
、
１
０
０
万
円
以
上
の
方
に
は
約

１
万
１
千
円
程
度
の
お
茶
等
の
村
内
の

農
産
物
の
詰
め
合
せ
を
送
っ
て
居
ま

す
。
ま
た
、
全
て
の
納
税
者
の
方
々
に

毎
月
の
広
報
さ
が
ら
を
送
っ
て
居
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
ど
う

捉
え
る
か
に
よ
る
と
思
い
ま
す
。
地
域

づ
く
り
に
、
地
域
振
興
に
使
っ
て
下
さ

い
と
言
う
主
旨
で
あ
ろ
う
か
と
思
っ
て

居
り
ま
す
。
殆
ど
純
粋
な
気
持
ち
で
寄

付
さ
れ
て
い
る
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
一
定
の
お
礼
は
差
し
上
げ
て
居
ま

す
け
れ
ど
も
物
産
を
こ
れ
で
買
う
と
言

う
様
な
、
送
っ
て
頂
く
と
言
う
様
な
主

旨
で
は
な
い
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。
私

は
純
粋
に
捉
え
て
、
こ
の
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
は
、
こ
の
ま
ま
で
行
き
た
い
と

思
っ
て
居
り
ま
す
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
配
布
し

た
り
し
て
、
ふ
る
さ
と
を
更
に
思
い
出
し

て
頂
き
、
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
い
る
方
々

と
の
交
流
絆
が
更
に
深
ま
る
様
祈
念
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

あ
る
が
、
秋
の
祭
り
が
な
い
。
一
年
前

も
同
じ
質
問
を
し
て
い
る
が
、
村
で
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

他
の
町
村
で
は
秋
の
祭
り
を

す
る
こ
と
で
町
村
が
非
常
に
活
気
づ
い

て
い
る
、
元
気
に
な
っ
て
い
る
。
元
気

づ
く
様
な
形
で
の
秋
祭
り
は
必
要
。
27
年

度
は
実
現
出
来
れ
ば
な
と
考
え
て
い
る
。

先
の
11
月
17
日
の
全
員
協

議
会
に
お
い
て
、
教
育
委
員
の
人
事
案

件
の
同
意
に
つ
い
て
「
お
願
い
」
を
さ

れ
た
。
今
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

今
の
相
良
村
に
と
っ
て
の
最

重
要
、
喫
緊
の
課
題
。
議
会
の
皆
さ
ん

に
同
意
を
し
て
頂
く
事
で
あ
り
ま
す
。

村
民
の
為
に
ご
同
意
を
頂
く
様
に
、
寛

大
な
考
え
を
持
っ
て
頂
き
た
い
と
、
思
い

ま
す
。

「
村
輝
か
ず
し
て
、
国
輝
か

ず
」
と
題
し
て
開
催
さ
れ
た
が
成
功
裡

に
終
わ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
無
事
修

め
ら
れ
た
今
、
村
長
は
ど
の
よ
う
に
感

じ
て
い
る
か
。

一
言
で
言
う
な
ら
開
催
で
き

て
良
か
っ
た
。
相
良
村
は
小
さ
い
村
だ

と
思
っ
た
ら
寧
ろ
大
き
い
村
じ
ゃ
な
い

か
と
。
環
境
的
に
も
素
晴
ら
し
い
村
。

も
う
ち
ょ
っ
と
俺
達
が
一
致
団
結
し
て

頑
張
れ
ば
、
相
良
村
は
も
っ
と
良
く
な

る
筈
と
い
う
事
に
気
づ
い
た
。
村
民
の

方
が
、
自
分
達
の
村
を
ど
う
考
え
、
ど

西本巳喜男議員

う
創
っ
て
い
く
か
。
そ
の
課
題
を
提
供

し
た
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
に
村
よ

り
３
０
０
万
円
の
補
助
金
を
出
し
た
が
、

補
助
し
た
村
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

商
工
会
の
事
業
で
あ
り
、
村

内
の
商
工
業
の
振
興
と
言
う
事
で
あ
り
、

補
助
し
た
村
と
し
て
も
、
一
定
の
効
果

は
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
商

工
業
の
振
興
に
留
ま
ら
ず
に
、
生
活
支

援
と
言
う
か
、
福
祉
的
な
効
果
も
あ
っ

た
と
言
う
事
で
す
。

近
隣
の
市
町
村
に
お
い
て

は
、
秋
の
祭
り
、
産
業
祭
等
が
各
地
で

開
催
さ
れ
て
い
る
。
当
村
に
お
い
て
は
、

夏
の
イ
ベ
ン
ト
、
サ
ガ
ラ
ッ
パ
祭
り
が

あ
り
、
大
い
に
賑
わ
っ
て
い
る
所
で
は

西
本
議
員

池
田
議
員

池
田
議
員

池
田
議
員

池
田
議
員

池
田
議
員

西
本
議
員

西
本
議
員

西
本
議
員

村 

長

村 
長

村 

長

村 

長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

村 

長

第
三
回
全
国
村
長
サ
ミ
ッ
ト

を
開
催
し
て
ど
の
よ
う
に
感

じ
た
か
。

村
民
が
一
致
団
結
す
れ
ば
相
良

は
も
っ
と
良
く
な
る
。

ＱＡ
納
税
者
か
ら
の
使
余
目
的
は
。

５
項
目
に
分
か
れ
て
納
税
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。

ＱＡ

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

純
粋
に
捉
え
て
、
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
は
こ
の
ま
ま
で
行
き
た
い
。

ＱＡ

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
で
福

祉
的
効
果
が
あ
っ
た
。

ＱＡ
イ
ベ
ン
ト
事
業
に
つ
い
て
。

秋
祭
り
を
今
後
検
討
す
る
。

ＱＡ

教
育
委
員
に
つ
い
て
。

村
民
の
た
め
同
意
を
！

ＱＡ

第３回全国村長サミットを開催

ふるさと納税パンフレット
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茂吉　隆典議員

３
億
円
と
５
億
円
が
、
た

い
し
て
変
わ
ら
ん
例
年
並
み
で
す
。
の

意
味
は
。大

変
な
金
額
差
、
何
時
も
同

じ
質
問
で
、
何
度
言
え
ば
理
解
さ
れ
る

か
の
認
識
は
あ
る
。
国
の
基
本
予
算
で
、

正
確
に
把
握
し
て
い
な
い
の
も
事
実
。

同
額
と
言
っ
た
村
長
の
気

持
ち
は
、
金
額
に
対
し
い
い
加
減
な
考

え
が
、
私
の
回
答
に
な
っ
て
い
な
い
。

調
査
費
を
基
本
と
し
て
予
算

請
求
し
て
い
る
は
ず
、
農
政
局
か
ら
詳

細
な
説
明
は
な
い
。５億

円
の
概
算
要
求
前

に
市
町
村
へ
相
談
は
無
か
っ
た
。
継
続

的
な
も
の
で
説
明
で
き
る
状
況
で
は
無

い
と
の
事
。

農
水
省
が
予
算
を
組
ん
だ

の
で
す
ね
。

調
査
結
果
は
、
１
５
５
戸

の
中
で
、
危
険
と
思
わ
れ
る
４
３
戸
で

村
が
勝
手
に
は
出
来
な
い
。
そ
れ
は
当

然
で
す
が
、
そ
の
中
で
も
防
犯
・
防
災

で
不
安
を
感
じ
る
危
険
な
状
態
・
状
況

が
あ
る
か
ら
、
解
消
に
取
り
組
む
べ
き

で
は
無
い
か
、
事
故
が
発
生
す
る
前
に

村
も
独
自
の
条
例
を
制
定
出
来
な
い
か

質
問
さ
れ
て
い
る
。
村
長
は
私
有
財
産
に

も
関
与
で
き
る
と
い
う
一
定
の
法
律
が

あ
る
か
、
勉
強
さ
せ
て
下
さ
い
と
回
答
、

勉
強
さ
れ
た
か
。

謙
譲
語
と
し
て
へ
り
く
だ
っ
た

言
い
方
で
今
後
の
状
況
で
対
応
し
ま
す
。

調
査
結
果
の
資
料
を
出
し

て
頂
き
た
い
。明日

に
で
も
議
員
全
員
に
配

り
ま
す
。

今
後
の
対
策
は
有
る
の
か
。

私
有
財
産
制
度
と
地
域
の
安

心
安
全
の
確
保
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
中
で

考
え
る
事
で
、
状
況
に
応
じ
倒
壊
の
恐

れ
が
あ
れ
ば
私
有
財
産
に
自
治
体
が
関

与
出
来
る
か
慎
重
に
し
た
い
。

放
棄
状
態
の
は
、
持
ち
主

に
管
理
を
完
全
に
し
て
貰
う
、
鹿
の
ネ

ジ
ロ
解
消
も
取
り
組
ん
で
貰
い
た
い
。

獣
害
対
策
に
も
撤
去
出
来
な

け
れ
ば
地
域
で
出
来
る
こ
と
、
鹿
が
入

れ
な
い
対
策
を
誰
が
や
る
か
は
問
題
で

す
。

持
ち
主
の
責
任
は
当
然
で

す
が
、
こ
れ
は
通
告
無
し
だ
が
、
税
金

は
如
何
な
っ
て
い
る
か
滞
納
な
い
の
か
。

住
所
が
地
元
に
な
い
か
た

も
あ
る
の
で
、
掴
ん
で
い
ま
せ
ん
。

私
有
財
産
で
保
存
す
る
以

上
責
任
が
あ
る
の
で
、
連
絡
を
取
り
管

理
し
て
戴
く
出
来
な
い
場
合
は
如
何
す

る
か
課
税
も
含
め
て
連
絡
を
と
る
べ

き
。

11
月
17
日
全
員
協
議
会
で
候

補
者
が
示
さ
れ
ず
に
、
同
意
を
し
て
欲
し

い
私
が
全
責
任
を
持
ち
ま
す
か
ら
賛
成
し

て
下
さ
い
と
言
わ
れ
た
が
、
議
会
は
何
の

た
め
に
あ
る
の
か
、
そ
の
意
味
は
。

本
人
の
状
況
が
貰
え
な
い
、

可
決
し
て
頂
く
の
が
前
提
で
す
。
私
が

全
責
任
を
持
ち
ま
す
の
で
ご
理
解
く
だ

さ
い
。

議
会
か
ら
の
要
望
書
を
無

視
し
て
自
分
の
言
う
事
だ
け
、
名
前
も

挙
げ
ず
に
認
め
て
下
さ
い
。
こ
れ
は
白

紙
に
印
鑑
を
押
せ
と
一
緒
で
す
よ
、
議

会
は
何
で
す
か
。

も
う
一
度
考
え
て
頂
き
た
い

強
い
提
案
の
理
由
の
懇
願
で
す
。
村
民

の
事
考
え
れ
ば
賛
成
し
た
Ｎ
議
員
Ｔ
議

員
Ｉ
議
員
Ｉ
議
員
と
村
長
は
４
名
の
実

名
を
挙
げ
た
（
議
事
録
に
は
実
名
あ

り
）。

議
会
か
ら
の
要
望
書
に
、

沿
っ
た
事
で
あ
れ
ば
問
題
な
し
。

８
番
議
員
の
一
般
質
問
中
の

無
記
名
投
票
に
も
か
か
わ
ら
ず
賛
成
し

た
議
員
の
実
名
を
挙
げ
て
答
弁
さ
れ
た

こ
の
事
で
取
り
消
し
を
求
め
ま
す
。

取
り
消
し
は
致
し
ま
せ
ん
。

取
り
消
せ
ば
終
わ
り
だ
が
、

議
会
に
は
決
定
権
が
あ
る
。
そ
の
名
簿

は
ど
う
い
う
風
に
手
に
入
れ
た
か
。

通
告
外
で
答
え
ま
せ
ん
。

名
前
を
挙
げ
た
事
は
、
こ
こ

で
や
っ
て
悪
い
こ
と
、
村
長
一
般
質
問
で

も
い
い
加
減
に
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

平
成
24
年
９
月
定
例
会
で

「
四
浦
に
カ
ス
ミ
桜
見
つ
か
る
」
と
の

質
問
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
質
問
か

ら
２
年
程
経
っ
た
今
月
５
日
の
熊
本
日

日
新
聞
に
、
桜
の
珍
種
カ
ス
ミ
桜
が
相

良
村
四
浦
地
区
に
自
生
し
て
い
ま
す
。

県
内
の
確
認
は
初
め
て
で
大
分
県
別
府

市
だ
っ
た
分
布
の
南
限
を
塗
り
替
え
ま

し
た
。
１
３
０
本
以
上
が
群
生
し
て
お

り
、
天
然
記
念
物
級
の
価
値
と
報
道
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
常
々
８
年
連
続

清
流
日
本
一
の
川
辺
川
を
観
光
資
源
と

し
て
活
か
し
て
欲
し
い
と
の
思
い
で
、

や
な
漁
等
の
提
案
を
し
て
参
り
ま
し
た

が
、
こ
の
カ
ス
ミ
桜
、
観
光
資
源
と
な

る
よ
う
に
共
有
地
を
買
い
上
げ
て
公
園

化
は
考
え
ら
れ
な
い
か
お
伺
い
し
た
い
。

黒木　正照議員

将
来
的
に
保
護
に
影
響
が
あ

る
様
だ
と
言
う
事
で
あ
る
な
ら
ば
、
個

人
所
有
よ
り
も
村
が
持
っ
と
い
て
、
村

の
方
で
管
理
し
た
方
が
良
い
と
言
う
考

え
も
一
つ
の
案
で
は
な
か
ろ
う
か
な
と

思
っ
て
居
り
ま
す
。

買
い
物
弱
者
対
策
に
つ
い

て
お
伺
い
を
致
し
ま
す
。
買
い
物
弱
者

と
は
、
生
鮮
食
料
品
店
ま
で
距
離
が

５
０
０
ｍ
以
上
離
れ
、
ま
た
車
を
持
た

な
い
人
で
全
国
に
８
５
０
万
人
、
県
内

で
は
１
４
万
４
千
人
と
の
推
計
が
あ
る

よ
う
で
す
。
相
良
村
に
於
い
て
今
ど
の

程
度
お
ら
れ
る
の
か
、
ま
た
支
援
対
策

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

買
い
物
弱
者
の
実
数
に

つ
き
ま
し
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
把
握
出

来
て
い
な
い
。
ふ
れ
あ
い
訪
問
員
に
よ

り
、
見
守
り
訪
問
、
服
薬
確
認
、
話
し

相
手
の
訪
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。

全
国
の
行
政
に
於
い
て
は

色
々
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
買
い
物
弱
者
支
援
関
連
制
度
一
覧

が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
の
中
で
、
徳
島

県
三
好
市
で
は
、
交
通
手
段
が
確
保
出

来
な
い
等
の
理
由
に
よ
り
日
常
生
活
に

於
い
て
身
近
な
買
い
物
に
不
便
を
感
じ

て
い
る
市
民
に
対
し
移
動
販
売
、
配
達

事
業
を
行
う
事
業
者
に
対
し
、
移
動
販

売
に
供
す
る
自
動
車
の
車
検
代
ま
た
自

動
車
の
購
入
に
対
す
る
補
助
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
鳥
取
県
江
府
市
で
は
移

動
販
売
事
業
を
実
施
し
て
い
る
事
業
所

に
つ
い
て
運
営
経
費
で
燃
料
、
車
検
、

点
検
料
の
３
分
の
１
の
補
助
を
行
っ
て

い
ま
す
。
広
島
県
庄
原
市
で
は
、
店
舗

の
改
装
費
に
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
自
治
体

が
か
な
り
あ
り
ま
す
。
現
状
を
把
握
し

て
有
効
な
対
策
を
と
る
べ
き
と
の
指
摘

も
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
の
対
策
、

支
援
に
向
け
た
村
長
の
考
え
を
お
聞
か

せ
願
い
た
い
。

買
い
物
弱
者
、
経
済
弱
者
、

交
通
弱
者
も
含
め
て
、
四
浦
地
区
を
中

心
に
交
通
体
系
の
見
直
し
を
ち
ょ
っ
と

し
て
行
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
の
様
な
村
で
は
、

小
さ
な
商
店
を
守
る
事
、
移
動
販
売
業

者
を
守
る
事
が
今
や
る
一
番
大
事
な
事

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。

損
害
賠
償
金
９
３
２
万

８
千
４
２
３
円
で
未
納
額
２
７
３
万

２
千
５
３
４
円
は
返
納
さ
れ
た
の
か
伺
い

ま
す
。

９
月
の
定
例
会
で
答
弁

し
た
と
お
り
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
後

に
つ
い
て
収
納
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

２
７
３
万
２
千
５
３
４
円
は
あ
く
ま
で

７
月
２
日
の
分
で
す
の
で
損
害
遅
延
金

は
増
え
て
い
き
ま
す
。

天然記念物級のカスミ桜（昨年の満開時）

黒
木
議
員

黒
木
議
員

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

黒
木
議
員

黒
木
議
員

黒
木
議
員

村 

長

村 

長

村 

長
村 

長

村 

長
村 

長

村 

長

村 

長
村 

長
村 

長
議 

長

村 

長

保
健
福
祉
課
長

産
業
振
興
課
長

会
計
管
理
者

総
務
課
長

税
務
課
長

四
浦
で
発
見
さ
れ
た
カ
ス
ミ
桜

の
公
園
化
に
つ
い
て
。

村
の
管
理
も
一
つ
の
案
で
は
。

ＱＡ
利
水
問
題
に
つ
い
て
。

国
の
基
本
予
算
で
あ
り
、
正
確

に
把
握
し
て
い
な
い
。

ＱＡ

空
き
家
調
査
に
つ
い
て
。

私
有
財
産
に
自
治
体
が
関
与
出

来
る
か
慎
重
に
し
た
い
。

ＱＡ

教
育
委
員
に
つ
い
て
。

私
が
全
責
任
を
持
ち
ま
す
の
で

賛
成
し
て
く
だ
さ
い
。

ＱＡ

損
害
賠
償
金
の
未
納
金
は
返
納

さ
れ
た
の
か
。

返
納
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

ＱＡ

買
い
物
弱
者
に
つ
い
て
今
後
の

対
策
支
援
は
。

交
通
体
系
の
見
直
し
を
考
え
て

お
り
ま
す
。

ＱＡ

鹿の塒
ねぐら

となった元宅地



　2015.1.29　第22号　2015.1.29　第22号 1213

一 般 質 問一 般 質 問

現
在
ま
で
、
相
良
村
と
同

じ
く
ダ
ム
計
画
に
翻
弄
さ
れ
て
き
た
五

木
村
は
着
実
に
事
業
が
進
ん
で
い
る
と

思
う
が
、
相
良
村
の
現
在
ま
で
の
進
捗

状
況
を
伺
い
た
い
。

上
四
浦
地
区
の
振
興
計
画

を
策
定
す
る
た
め
に
地
区
座
談
会
を
第

１
回
目
を
９
月
18
日
、
19
日
に
右
岸
側
、

左
岸
側
、
２
回
目
を
10
月
28
日
と
31
日

に
右
岸
側
、
左
岸
側
の
座
談
会
を
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
１
月
中
旬
か
ら
２
月

に
か
け
て
第
４
回
目
の
地
区
座
談
会
を

行
い
、
集
約
を
し
て
、
今
度
は
検
討
委

員
会
を
設
置
し
、
内
容
を
検
討
し
て
頂

い
て
、
３
月
下
旬
ま
で
に
は
計
画
書
を

策
定
さ
れ
る
計
画
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

上
四
浦
地
区
の
意
見
を
集

約
し
て
検
討
委
員
会
で
更
に
検
討
を

し
、
計
画
す
る
と
言
う
答
弁
で
あ
る
が

質
問
を
し
て
か
ら
数
年
が
経
っ
て
い
る

が
今
で
も
進
ん
で
い
な
い
。
上
四
浦
地

区
振
興
策
と
し
て
は
、
生
活
環
境
の
整

備
改
善
が
求
め
ら
れ
て
き
た
と
思
う

が
、
先
ず
、
上
水
道
の
整
備
や
生
活
用

道
路
の
整
備
を
村
と
し
て
上
四
浦
地
区

振
興
と
し
て
最
重
要
と
す
べ
き
で
は
な

い
の
か
。こ

れ
ま
で
の
歴
代
村
長
は
必

ず
し
も
上
四
浦
地
区
振
興
に
目
を
向
け

て
き
た
わ
け
で
は
な
く
、
五
木
村
の
状

況
と
は
本
質
的
に
は
違
う
の
で
住
民
の

本
音
を
伺
い
た
い
と
言
う
こ
と
で
大
学

生
に
よ
る
調
査
等
も
行
っ
て
来
た
。
早

く
具
体
的
な
計
画
策
定
に
入
り
、
27

年
度
か
ら
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い

る
。

村
長
は
就
任
時
は
上
四
浦

地
区
振
興
に
や
る
気
満
々
で
居
ら
れ
た

が
、
約
７
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る

が
今
ま
で
何
も
進
ん
で
い
な
い
。
３
月

に
上
四
浦
地
区
振
興
計
画
を
策
定
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
本
当
に
27

年
度
か
ら
進
め
ら
れ
る
の
か
。

１
０
０
％
の
ス
タ
ー
ト
は
出

来
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
27
年
度
は

何
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
思
っ

て
い
る
。

髙岡　重盛議員

国
道
４
４
５
線
の
歩
道
未

設
置
区
間
が
松
馬
場
平
川
橋
ま
で
の

５
．
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
未
設
置
の
状

況
で
あ
る
が
、
村
と
し
て
球
磨
地
域
振

興
局
へ
の
要
望
等
は
行
っ
て
い
る
の
か
、

又
、
球
磨
地
域
振
興
局
で
計
画
は
な
い

の
か
。

通
学
路
に
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
は
全
線
歩
道
を
設
置
し
て
頂
く
よ
う

要
望
し
て
い
る
。

通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
言
う
も
の
が
あ
り
、「
教
育
委
員
会
」

「
人
吉
警
察
署
」「
相
良
村
役
場
建
設
課
」

「
北
、
南
小
学
校
」「
球
磨
地
域
振
興
局
土

木
部
維
持
課
」「
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
」
で
話
し

合
い
を
し
て
居
り
ま
す
が
、
現
在
、
議
員

の
ご
指
摘
の
部
分
に
つ
い
て
要
望
は
未
だ

上
が
っ
て
来
て
な
い
状
況
で
す
。

村
長
、
建
設
課
長
か
ら
答
弁

を
伺
っ
た
が
、
何
れ
に
し
て
も
村
が
要
望

す
べ
き
と
思
う
。
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を

考
え
、
上
下
坂
か
ら
平
川
橋
付
近
ま
で
は

早
急
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

も
う
一
度
調
査
を
行
い
、
整
理

を
し
て
前
向
き
に
検
討
を
し
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

晴
山
平
野
線
の
急
カ
ー
ブ
に

つ
い
て
、
下
四
浦
地
区
で
改
良
の
署
名
活

動
を
行
い
、
球
磨
地
域
振
興
局
へ
要
望
を

さ
れ
て
い
る
が
、
村
に
も
要
望
書
は
出
さ

れ
て
い
る
の
か
確
認
出
来
る
か
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
総
務
課
及

び
建
設
課
に
は
要
望
書
は
来
て
お
り
ま
せ
ん
。

地
区
の
方
か
ら
区
長
を
通
じ
て

要
望
書
の
フ
ォ
ー
ム
で
総
務
課
の
方
で
確

認
を
し
て
い
る
。

北
小
学
校
の
校
門
前
の
急

カ
ー
ブ
や
平
野
線
は
危
険
で
す
の
で
早
急

に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

平
野
線
と
国
道
４
４
５
線
の
所

は
危
険
箇
所
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
の

で
、
早
急
に
対
応
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
る
。
村
単
独
で
で
も
と
約

束
で
き
な
い
が
可
能
な
限
り
早
急
な
安
全

対
策
を
考
え
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

て
い
き
た
い
と
答
弁
な
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
県
と
一
回
で
も
協
議
を
さ
れ
て
い

ま
す
か
。県

と
直
接
協
議
は
し
て
お
り

ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
あ
の
し
と
っ
と
か

な
、
あ
っ
失
礼
し
ま
し
た
。
担
当
の
方

で
し
て
い
る
と
い
う
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。

答
弁
を
し
て
貰
い
ま
し
た

が
課
長
と
の
話
し
合
い
が
全
然
な
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
ね
。
課
長
と
緊
密
に
責
任

あ
る
話
し
合
い
を
し
て
貰
っ
て
責
任
あ

る
答
弁
を
し
て
下
さ
い
。

確
か
に
連
携
的
な
情
報
は
十

分
に
共
有
し
て
な
か
っ
た
部
分
は
あ
り

ま
す
。連
携
不
足
で
あ
っ
た
か
な
と
思
っ

て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
事
業

の
遅
れ
が
ど
う
だ
か
と
い
う
事
は
全
く

ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
心
配
に
は
及
び
ま

せ
ん
。

進
む
進
ま
な
い
と
い
う
事

で
な
く
て
落
石
注
意
の
看
板
が
あ
る
だ

け
で
す
よ
。
村
民
は
よ
だ
く
う
し
て
通
ろ

ご
と
な
か
で
す
よ
と
改
修
し
て
貰
う
様
、

何
回
も
耳
に
し
ま
す
か
ら
責
任
あ
る
対
応

を
宜
し
く
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

白
木
谷
の
上
流
に
は
県
有

林
、
村
有
林
が
あ
り
ま
す
が
林
道
の
管

理
は
ど
の
様
に
な
っ
て
い
る
の
か
。何
ヶ

月
の
間
に
ユ
ン
ボ
が
入
っ
て
少
し
整
地

を
さ
れ
て
い
ま
す
が
建
設
課
長
ど
ん
な

対
応
を
さ
れ
ま
し
た
か
。

現
在
、
定
期
的
に
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
都
度
、

道
路
の
土
砂
の
除
去
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

基
点
か
ら
1.2
㎞
位
上
が
で

す
ね
、
兎と

も
角か

く

ま
だ
酷
い
ん
で
す
。
凹

凸
が
で
す
ね
。
そ
こ
辺
り
に
ク
ラ
ッ

シ
ャ
ー
ラ
ン
を
敷
く
考
え
は
な
い
か
。

現
在
年
に
数
回
重
機
借
り

上
げ
等
で
清
掃
活
動
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
1.2
㎞
の
件
で
す
け
ど
ク
ラ
ッ

シ
ャ
ー
ラ
ン
等
を
利
用
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。年

次
計
画
を
立
て
て
貰
っ

て
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
ラ
ン
を
敷
い
て
貰
う

様
計
画
を
お
願
い
し
て
お
き
ま
す
。

国道445線の急カーブ（危険箇所） 林道廻線

現
在
、
支
障
木
の
伐
採
に

つ
い
て
地
権
者
に
話
し
合
い
の
上
、

行
っ
て
い
る
の
か
建
設
課
長
に
お
尋
ね

し
ま
す
。

支
障
木
の
伐
採
に
つ
い
て

は
原
則
地
権
者
に
お
願
い
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
そ
の
上
で
高
所
作
業
車
が

必
要
と
思
わ
れ
る
所
に
つ
い
て
は
村
長

と
協
議
の
上
、
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

村
道
小
森
新
深
田
線
で
は

倒
木
に
よ
り
通
行
止
め
に
な
り
村
民
の

通
報
に
よ
り
早
急
に
対
応
し
て
貰
っ
た

が
、
現
在
も
倒
木
の
恐
れ
が
あ
る
も
の

が
見
ら
れ
る
事
か
ら
早
急
な
対
応
が
必

要
と
思
う
が
今
後
の
対
応
を
お
尋
ね
し

た
い
。

現
在
定
期
的
に
パ
ト
ロ
ー

中村　重道議員

ル
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
雨
が

降
っ
た
後
に
つ
い
て
も
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
都
度
道
路

の
土
砂
を
除
去
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

パ
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
ま

す
が
新
深
田
線
に
危
険
な
倒
木
が
あ
る

の
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

議
員
の
仰
る
と
お
り
危
険

な
所
は
あ
り
ま
す
。
た
だ
交
通
に
支
障

が
あ
る
程
度
ま
で
な
っ
て
い
な
い
の
で

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
り
ま
す
。

村
民
か
ら
要
望
が
あ
り
ま

す
か
ら
村
民
の
代
弁
で
や
っ
て
い
る
訳

で
す
。
上
川
上
の
村
政
座
談
会
で
も
落

石
の
件
で
意
見
も
あ
っ
た
事
か
ら
落
石

と
倒
木
と
合
わ
せ
て
対
策
を
早
急
に

や
っ
て
貰
え
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
が
村

長
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

小
森
新
深
田
線
に
つ
い
て
も

十
分
承
知
し
て
お
り
ま
す
。
調
査
と
い

い
ま
す
か
現
状
を
見
ま
し
て
村
と
し
て

と
れ
る
対
策
を
今
後
は
し
て
万
が
一
落

石
が
あ
っ
て
人
身
的
な
事
故
が
起
き
て

は
道
路
管
理
者
の
責
任
と
し
て
予
防
的

な
事
は
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

法
面
に
岩
石
が
多
い
所
で

は
倒
木
に
よ
り
土
石
も
同
時
に
崩
壊
し

大
き
な
災
害
に
繋
が
り
か
ね
な
い
と
思

い
ま
す
。
９
月
定
例
会
で
も
質
問
し
て

い
ま
す
が
、
村
長
は
県
と
治
山
事
業
の

対
策
が
出
来
な
い
か
県
と
協
議
を
進
め

中
村
議
員

中
村
議
員

中
村
議
員

中
村
議
員

中
村
議
員

中
村
議
員

中
村
議
員

中
村
議
員

中
村
議
員

中
村
議
員

髙
岡
議
員

髙
岡
議
員

髙
岡
議
員

髙
岡
議
員

髙
岡
議
員

髙
岡
議
員

髙
岡
議
員

建
設
課
長

建
設
課
長

総
務
課
長

建
設
課
長

建
設
課
長

建
設
課
長

建
設
課
長

建
設
課
長

村 

長
村 

長

村 

長

村 

長
村 

長

村 

長

村 

長

村 

長
村 

長

村
道
・
農
道
の
支
障
木
の
伐
採

に
つ
い
て
。

道
路
管
理
者
の
責
任
と
し
て
予
防
的

な
こ
と
は
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

ＱＡ

林
道
廻
線
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
。

ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
ラ
ン
等
を
利
用
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ＱＡ

上
四
浦
地
区
の
振
興
は
。

平
成
27
年
度
か
ら
進
め
た
い
。

ＱＡ

国
道
４
４
５
線
の
歩
道
未
設
置

に
つ
い
て
。

危
険
箇
所
で
あ
り
、
早
急
な
安

全
対
策
を
考
え
た
い
。

ＱＡ
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【
議
会
広
報
編
集
委
員
会
】

　

委
員
長　
　

市
岡　

智
惠

　

副
委
員
長　
　

茂
吉　

隆
典

　

委　
　

員　
　

池
田　

勝
吉

　
　
　
　
　
　
　

髙
岡　

重
盛

　
　
　
　
　
　
　

吉
松　

啓
一

　

発
行
責
任
者　

友
田　

政
春

式典

放水競技永江橋下流堆積土砂除去

　

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
今
の
異
常
気
象
現
象
か
ら
、

昨
年
他
県
で
は
甚
大
な
被
害
も
発

生
し
て
お
り
、
お
見
舞
申
し
上
げ

ま
す
。

　

本
村
で
は
幸
い
に
も
災
害
も
な

く
安
堵
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
地
区
の
公
民
分
館
も
介

護
予
防
拠
点
施
設
と
し
て
改
修
が

進
み
、
よ
り
高
齢
者
の
方
々
に
も

利
用
し
や
す
く
な
り
、
活
気
と
笑

顔
と
共
に
、
相
互
間
の
交
流
と
絆

が
よ
り
一
層
深
ま
る
様
祈
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
年
一
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し

て
よ
り
よ
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

広
報
委
員　

池
田　

勝
吉

永江の太鼓踊り（平成26年12月14日の例大祭）

介護予防拠点施設整備事業
として改修

永江地区
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